
 
 

 
 

今
年
の
メ
ー
デ
ー
は 

久
し
ぶ
り
に
休
日
開
催

で
す
。
労
働
者
の
祭
典 

 
 

「
北
九
州
統
一
メ
ー
デ

ー
」
に
家
族
、
知
人
の
皆

さ
ん
と
誘
い
合
っ
て
、
小 

倉
北
区
の
勝
山
公
園
図

書
館
横
広
場
に
集
ま
り
ま
し
ょ

う
。
今
年
の
全
労
連
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、「
戦
争
法
廃
止
。
立
憲
主
義
、

民
主
主
義
を
取
り
戻
せ
！
明
文

改
憲
反
対
」「
壊
す
な
『
８
時
間
労

働
』
労
働
法
制
改
悪
反
対
、
働
く

ル
ー
ル
確
立
」
「
安
倍
『
教
育
再

生
』
ス
ト
ッ
プ
。
辺
野
古
基
地
建

設
反
対
」
な
ど
の
言
葉
が
並
び
ま

す
。 さ

て
、
メ
ー
デ
ー
の
由
来
は
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
今
か
ら
１
３

０
年
前
、
当
時
は
一
日
１
２
時
間

か
ら
１
４
時
間
労
働
が
当
た
り

前
の
時
代
、
合
衆
国
カ
ナ
ダ
職
能

労
働
組
合
が
、
８
時
間
労
働
制
を

要
求
す
る
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
ト
ラ
イ

キ
を
五
月
一
日
に
行
っ
た
の
が

始
ま
り
で
す
。
そ
の
時
の
目
標
は

「
第
１
の
８
時
間
は
労
働
の
た

め
に
、
第
２
の
８
時
間
は
休
息
の

た
め
に
、
そ
し
て
最
後
の
８
時
間

は
好
き
な
こ
と
の
た
め
に
」
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

現
在
で
は
「
労
基
法
」
一
日
８

時
間
労
働
、
一
週
間
に
４
０
時
間

以
上
を
超
え
て
働
か
せ
て
は
い

け
な
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
が
、

皆
さ
ん
の
職
場
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
、「
８
時
間
労
働
を
壊
す
な
」
と

言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
く
ら

い
職
場
は
超
過
勤
務
が
蔓
延
し
、

多
忙
を
極
め
て
い
ま
す
。 

職
場
で
仲
間
を
増
や
し
、
安
心

し
て
働
け
る
職
場
を
一
緒
に
作

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
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ぶろ 
７
月
に
、
１
８
歳
選
挙
権
が
実
現
し
た
も
と
で
の
、
初
め
て
の
国
政
選
挙

と
な
る
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
子
ど
も
と
教
育
、
そ
し
て
日
本
の
進

路
に
と
っ
て
歴
史
的
な
意
味
を
も
つ
大
切
な
選
挙
に
な
り
ま
す
。
こ
の
選

挙
で
、
職
場
の
願
い
を
出
発
点
に
、
周
り
の
教
職
員
と
の
対
話
を
す
す
め
、

憲
法
を
教
育
に
い
か
す
私
た
ち
の
切
実
な
願
い
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

若
者
や
教
え
子
を
戦
場
に 

送
ら
な
い
と
り
く
み
を
！ 

 

３
月
２
９
日
午
前
０
時
多
く
の

反
対
の
声
を
押
し
切
り
「
戦
争
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
施
行
を
受

け
て
、「
戦
争
す
る
国
」
へ
と
向
か

う
危
険
な
動
き
が
現
実
の
も
の
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

７
月
の
参
議
院
選
挙
後
に
は
、

自
衛
隊
に
よ
る
「
駆
け
付
け
警
護
」

の
実
施
も
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
海

外
派
兵
恒
久
法
な
ど
の
法
律
に
よ

り
「
戦
闘
地
域
」
で
の
活
動
や
、
米

軍
な
ど
へ
の
弾
薬
の
提
供
、
戦
闘

機
へ
の
給
油
な
ど
戦
闘
と
深
く
か

か
わ
っ
た
支
援
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
イ
ラ
ク
や
シ
リ
ア
へ

の
空
爆
支
援
も
可
能
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
憲
法
違
反
の
「
戦

争
法
」
発
動
に
よ
り
、
自
衛
隊
が
他

国
の
領
土
へ
の
空
爆
支
援
に
よ

り
、「
殺
し
殺
さ
れ
る
」
事
態
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
テ
ロ

の
危
険
に
も
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
若
者
や
教
え
子

を
死
の
危
険
に
巻
き
込
む
「
戦
争

法
」
の
発
動
を
許
さ
な
い
声
を
今

後
大
き
く
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。 

立
憲
主
義
を
取
り
戻
す
た
め
、 

『
戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る
統
一

署
名
』に
と
り
く
み
ま
し
ょ
う
。 

 

「
戦
争
法
案
」
の
強
行
採
決
後
も

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
の
国

会
前
行
動
や
全
国
各
地
で
の
１
９

行
動
で
は
、「
戦
争
法
は
廃
止
」「
野

党
は
共
闘
」「
安
倍
政
権
は
退
陣
」

な
ど
の
コ
ー
ル
が
続
い
て
い
ま

す
。 こ

う
し
た
動
き
を
受
け
、
全
国 

  

 
 

各
地
で
、「
戦
争
法
」
を
廃
止
し
、

立
憲
主
義
・
平
和
主
義
を
取
り
戻

す
た
め
に
参
議
院
選
挙
一
人
区
で

の
統
一
候
補
要
請
の
動
き
が
強
ま

っ
て
い
ま
す
。 

 

憲
法
改
正
を
視
野
に
夏
に
は
衆

参
同
時
選
挙
ま
で
取
り
沙
汰
さ
れ

る
中
、「
戦
争
法
」
廃
止
の
運
動
と

と
も
に
、
改
憲
へ
の
動
き
を
許
さ

ず
、「
憲
法
を
守
り
、
い
か
そ
う
」

の
声
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。 

 

今
取
り
組
ま
れ
て
い
る
２
０
０

０
万
署
名
は
、
そ
の
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。
４
月
中
の
運
動
と
な

り
ま
す
が
、
ま
だ
職
場
で
取
組
む

時
間
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
学

期
の
立
ち
上
が
り
で
忙
し
い
毎
日

で
す
が
、
残
り
の
一
カ
月
周
囲
の

教
職
員
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。 

     

http://zenkyokitakyu.on.coocan.jp/


                              

２０１６年春闘要求行動 

 北九州春闘共闘連絡会と北九州地区労連（全教北九州も加盟している）は、２月２５日早朝から、「２０１６
年春闘前進をめざす地域総行動」を実施しました。とても寒い朝でしたが、市内４つの駅で宣伝を行いました。
早朝宣伝の後、北九州生涯学習総合センターに設けられた要請会場に集合し、意思統一集会を行いました。参加
していた全教北九州からは、雇用政策担当課長へ、臨時教員の産休・育休が取られていな状況を訴えるとともに、
男女共同参画社会を政府も北九州も掲げているのであれば、この件はぜひとも改善していただきたいと要求しま
した。 

チェルノブイリ原発事故から３０年、フクシマから５年となった３月１３日、小倉北
区勝山公園図書館広場で「さよなら原発！3・13 北九州集会」が開催されました。青
年、女性、労働組合など、幅広い階層から２５００人が集まりました。歌声やバンド演
奏の後、棚次奎介代表世話人は主催者あいさつで、「一致団結して原発をなくす行動を
さらに強めよう」と述べました。その後、各界・各層から、原発再稼働反対の意見、ア
ピールが相次いで出されました。毎週行われている金曜行動のパフォーマンス等で盛
り上がった後、「原発再稼働反対、ただちに廃炉！」などを訴える集会宣言を採択しま
した。 
集会終了後のデモ行進で、小倉駅まで「原発廃炉」「電気は足りてる」「廃炉、廃炉」

などと訴えました。 

 平和をあきらめない北九州ネットは、３月１９日１４時から
リバーウォーク噴水公園で「安保法制の廃止を求める北九州集
会」がありました。全教北九州からは、学期末の忙しい時期に
もかかわらず、１２名の参加がありました。 
 集会には、弁護士、政党（民進党・共産党・社民党）、ママの
会、など全体で４５０名の参加でした。集会終了後、小倉駅ま
でデモが行われました。 

 臨時教職員の産前・

産後休暇、育児休業を

法律通り取得させてく

ださい！ 



  
 

   
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

  

 
 
 
 
 

  

  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

     

 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

 
 

       
 

 

１時間目 13:00～14:30 全体学習会 講師：渡辺雅之さん 
（元中学校教師、現横浜国立大学，大東文化大学他講師、全国生活指導研究協議会会員） 

 

２時間目 14:40～15:40 小学校分科会 

講師：板垣賢二さん 

（貫小学校） 

中学校分科会 

講師：河本 敏さん 

（板櫃中学校） 

特別支援教育分科会 

わかりやすい教具の紹介 

（八幡西特支訪問部有志） 

３時間目 15:50～16:30 講座：給与明細の見方・元気に働き続けるための私たちの権利 

帰りの会 お楽しみ抽選会（空くじなし） 

 

カギを解き、二重ワクに入る文字

をうまく並べてできる言葉は何？ 

【タテのカギ】①額に○○して

働く②漢字で綴った詩③壬申

の○○、応仁の○○④東京都経

営の路面電車、――荒川線⑥要

件を人に頼むこと⑧後期の対

⑨――流々、仕上げをご覧じろ

⑪切ること。テープ――⑬赤勝

て、○○勝て⑮ミステーク 

【ヨコのカギ】①○○の他人③

灯り⑤船舶の乗組員⑦知らぬ

と○○を切る⑧○○は急げ⑩

誠に――に存じます⑫○○の

上にも三年⑭月を眺め鑑賞す

ること⑯素人の対、――だ 

 

答
え
が
わ
か
っ
た
方
は
、
全
教
北
九
州
へ
℡
か
メ
ー
ル
か📠

で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
正
解
者
先
着
１
０
名
様
に
ポ
イ
ン
ト
を
差
し
上
げ

ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
に
よ
っ
て
商
品
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
ポ
イ
ン
ト

付
与
は
一
分
会
（
職
場
）
に
つ
き
一
名
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

正
解
ポ
イ
ン
ト
は
、
一
問
に
つ
き
一
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
十
ポ
イ
ン
ト

た
ま
る
と
商
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
２
月
26
日
号
の
正
解
は
「
う
る

う
ど
し
」
で
し
た
。 

今、教育は？がわかる

雑誌です（事務所まで） 

２０１６年度 

購読しませんか？ 

せんせいの学校開校式 
４月２日（土）１３：００～１７：００ 

場所 ウェル戸畑８階会議室 

お待ちして

います。 

（ＪＲ戸畑駅横） 

どなたでも参加できます（参加費無料） 
お問合わせ せんせいの学校開校式実行委員会（ポラリス北九州内） 

☎ 093-280-4776、 080-4271-6815（中川） 



  原
発
事
故
か
ら
４
年
８
カ
月 

被
災
地
を
見
る
・
歩
く
・
考
え
る 

福
島
県
南
相
馬
市
・
浪
江
町
を
訪
ね
る
バ
ス
ツ
ア
―
に
参
加
し
て
④ 

３
月
４
日
全
教
共
済
事
務
担
当

者
会
が
全
教
本
部
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
久
し
ぶ
り
に
以
前
福
島
に
行
く

際
事
前
学
習
と
し
て
行
っ
た
映
画

館
「
ポ
レ
ポ
レ
東
中
野
」
を
訪
れ
た
。

事
前
に
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、
フ

ク
シ
マ
を
題
材
と
し
て
「
大
地
を
受

け
継
ぐ
」
と
い
う
映
画
が
上
映
中
で

あ
る
と
わ
か
っ
た
。 

 

フ
ク
シ
マ
で
被
災
し
た
農
家
の

方
が
農
産
物
の
出
荷
停
止
の
連
絡

を
受
け
た
後
、
自
ら
命
を
絶
ち
ま
し

た
。「
お
前
に
農
業
を
進
め
た
の
は
、

間
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
」

そ
う
息
子
に
言
い
残
し
て
。
そ
こ

に
、
２
０
１
５
年
５
月
、
東
京
の
ご

く
一
般
的
な
１
６
歳
か
ら
２
３
歳

ま
で
の
学
生
が
、
訪
れ
る
と
い
う
も

の
だ
。
学
生
た
ち
が
訪
れ
た
こ
の
農

家
の
息
子
（
樽
川
和
也
）
は
、
母
（
美

津
代
）
と
ふ
た
り
、
汚
さ
れ
た
土
地

で
農
作
物
を
つ
く
り
続
け
て
い
る
。

「
福
島
の
米
や
野
菜
は
今
ま
で
の

値
段
で
は
売
れ
な
い
し
、
売
れ
て
も

黒
字
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
」
農
業

だ
け
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
難
し

い
現
状
だ
。
そ
れ
で
も
自
死
し
た
父 

原発再稼働は絶対に許されない！映画「大地を受け継ぐ」を見て  

や
先
祖
代
々
受
け
継
い
で
き
た
土

地
を
捨
て
る
わ
け
に
は
い
け
な
い

と
、
彼
ら
は
土
を
耕
し
作
物
を
育
て

続
け
て
い
る
。 

「
い
い
土
を
つ
く
ら
な
い
と
、
美
味

し
い
野
菜
は
で
き
な
い
。
」
そ
う
言

い
続
け
て
き
た
父
。 

 

毎
年
食
べ
て
い
た
椎
茸
、
ふ
き
の

と
う
、
た
ら
の
芽
、
山
菜
は
、
今
こ

の
土
地
に
は
無
い
。 

 

検
査
し
て
い
る
と
は
い
え
、
汚
染

さ
れ
た
地
で
育
て
た
作
物
を
流
通

さ
せ
る
、
生
産
者
と
し
て
の
罪
の
意

識
。
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
で
の
裁

判
、
東
電
の
補
償
金
、
身
内
か
ら
の

非
難
…
。
次
々
に
押
し
寄
せ
る
内
外

の
葛
藤
。
こ
れ
は
決
し
て
報
道
さ
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
真
実
の
告
発
、

四
年
間
の
決
意
と
奇
跡
。
息
子
は
言

う
、「
こ
れ
は
風
評
じ
ゃ
な
い
、
現
実

な
ん
だ
。
」
と
。 

 

そ
の
言
葉
を
聞
く
学
生
た
ち
は
、

何
を
想
い
、
何
を
受
け
継
ぐ
の
か

―
―
。（
つ
づ
く
） 

原発のない未来へ！ 

福島原発事故から５年 

３月２６日代々木公園で、「ＮＯ ＮＵＫＥＳ ＤＡ
Ｙ全国集会」が行われました。主催は、さよなら原発
１０００万人アクション、原発をなくす全国連絡会、
首都圏反原発連合、反原発運動全国連絡会で、協力と
して戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委
員会が入り、全教も各県に呼び掛け全教北九州からも
参加しました。 
 会場には、ステージが３か所、３万５千人が集まり
ました。東京は、朝方小雪が舞うあいにくの天気でし
たが、集会のスタートに合わせて次第に晴れ間が見
え、プログラムが進むにつれ、会場の熱気ともどもボ
ルテージが上がりました。 
 全教北九州の旗を見た方から、「北九州からですか、
頑張りましょう！」と激励を受け、存在感のアピール
をすることもできました。 

青年部広島平和学習 ３月２６日・２７日  

これまで、広島と聞くと「原爆」とか「被爆」といイメージが強かったように思います。今回は「軍都 廣島」の側面を学ばせていただきま

した。どうして広島に原爆が落とされたのか、という疑問がすっきり解決したように思います。日清戦争から日露戦争、日中戦争、太平洋戦争

と日本は狂ったように戦争への道へと進んでいきました。そして、たくさんの方々が犠牲になりました。今の日本は、戦争法が成立してしま

い、兵站の役割を担わせられようとしています。「後方支援」という言葉にだまされているのではないかと感じずにはいられません。何が戦争

へと進ませたのか？を考えることが、戦争の道へと進むのを止める鍵になることを強く感じました。そして、考えるためには、学ぶことが必要

だということも感じました。 

 1日目の学びをもとに、2日目には、これまで以上に深く考えることができました。 

70年前のあの日も「明日を夢見て日常を過ごしていたたくさんの人がいて、そしてその日常が一瞬にして奪われてしまったこと、そしてその日

常を必死に守ろうとしていた先生がいたこと・・・涙が出そうでした。 

 自分が知らなかったことを知ると、「これを伝えなきゃいけないな」といつも決意を新たにしますが、今回は「伝える」と同時に、社会科の教

員として「戦争は絶対にダメだ！」とはっきり言える未来の有権者を育てたいと思いました。 

２月定例会       ２

新年度の役員選挙の投票日ということで選挙管理委員の方

をはじめ、投票用紙を持って参加された先生方お疲れ様でし

た。 

 投票の結果、新役員の立候補者全員の信任が確認されまし

た。 

 議題は、人事異動、２０００万署名、組織建設３か年計画、

事務権限移譲、春闘、各専門部から等でした。 

 

教員採用試験対策講座「鷹の爪」    次回は、４月２７日（水） 「合格する願書の書き方」 

                    次々回は、５月１０日（火） 「書き上げた願書を持ち寄ろう」 

と続きます。予定に入れておいてください。   

３．２６全国大集会 


